
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】  コンピュータが各工程を実行しながら複
数の箇所の自然災害発生・非発生の実績情報を解析して
自然災害発生の危険度を評価し防災事業の計画立案を支
援する方法において、前記自然災害発生の危険度に係わ
る複数の要因の属性値と前記自然災害発生・非発生の実
績情報をデータ格納部に読み取り可能に格納する工程
と、前記自然災害発生の危険度に係わる複数の要因とこ
の複数の要因に係るカテゴリー区間によって形成される
モデルをモデル格納部から選択する工程と、このモデル
に含まれる複数の要因を組み合せて整合度を解析し、該
整合度と情報入力部により入力された該整合度に対する
要求水準又は前記データ格納部に格納された該整合度に
対する要求水準をデータ抽出部により読み出して比較し
この要求水準を満足する重要要因の組合せを前記モデル

格納部から選択されたモデルに含まれる複数の要因の中
からモデル抽出部により抽出する工程（以下、本工程を
重要要因選択工程という。）と、この重要要因選択工程
において選択された重要要因の組合せとこの重要要因の
組合せに係るカテゴリー区間によって形成されるルール
における前記属性値と前記自然災害の発生・非発生の実
績情報を前記データ格納部から前記データ抽出部により
読み出して確信度及びサポートを解析し、該確信度及び
サポートと前記情報入力部により入力された該確信度及
びサポートに対する要求水準又は前記データ格納部に格
納された該確信度及びサポートに対する要求水準を前記
データ抽出部により読み出して比較しこれらの要求水準
のいずれか一方を満足するルールを抽出する工程（以
下、本工程を第１のルール抽出工程という。）と、この
第１のルール抽出工程において抽出されたルール（以
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